
 

  

◂ 町会々議録（大正 8 年） 

大正 7 年度事務報告の中で、伝染

病に関する状況として秋から冬に流

行性感冒（スペイン風邪）が流行した

ことが書かれている。特に小学校で

流行したようで、特に流行した学校

で臨時休校の措置を取るのは現在と

同じである。（大曲市役所文書）  

 

▴ 日記（大正 7 年） 

大曲町長を務めた田口松圃（謙蔵）の日記。大正 7 年 11 月 15 日に長男昌一郎が、12

月 25 日に松圃がスペイン風邪に罹っている。松圃は咳のみで熱は出ていない。現在のよ

うなウィルス検査はないため、診断は難しかったのではないだろうか。（田口松圃家資料） 
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出典：『流行性感冒』内務省衛生局（大正 11 年） 



 

◂ 戦歿軍人軍属顕功彰勲録  

大沢郷村銃後奉公会（昭和）  

戦没軍人の履歴・戦歴等が書かれた記録。戦

病死者も多くマラリアや肺結核等の感染症で

亡くなる場合もあった。（大沢郷村役場文書） 

 

迎春花日記（昭和 18 年）▸ 

フィリピン方面に出征した佐藤徳三郎の回顧

録。中国から台湾、フィリピンと移動し、フィリ

ピンでマラリアに罹患したため、後半は陸軍病院

での療養日記となっている。（佐藤徳三郎資料） 

戦 争 と 感 染 症  

 太平洋戦争における日本軍では、インドネシアのジャワ島や南太平

洋ソロモン諸島などをはじめとする占領地域において、マラリアが蔓延

するなど感染症に苦しめられた。日本軍の戦没者約２３０万人のうち、

餓死・マラリアなどによる戦病死が約１４０万人と６０％を占めた。  

◂ 戦歿者名票綴（ 昭 和 ）  

戦 没 者 の 個 別 票 。死 亡 状 況 が 記 さ れ

て お り 、 マ ラ リ ア に 罹 患 し 、 復 員 後 に

結 核 を 併 発 し て 亡 く な っ た こ と が わ

か る 。 （ 大 沢 郷 村 役 場 文 書 ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺村 政徳 （1886～1962） 
明治 19（1886）年大仙市（旧大曲市）に寺邑家の 6 代目として

誕生。昭和 8（1933）年に自宅に「恙虫病研究所」を設置し、共同

研究を進めていった。寺邑が患者から血液を採取したものが、累代接

種法に使われた。その後も診断方法や治療法など、様々な研究を緒方

や息子と続けた。 

昭和 30（1955）年に藍綬褒章を、昭和 32（1959）年に秋田文化

功労章を授与される。昭和 37（1962）年１月３１日に 76 歳で死去。 

◂ 日記（昭和 11 年） 

8 月 1 日 に 田 口 松 圃 が 赤 川 菊 村 と と

も に 寺 邑
てらむら

政
せい

徳
とく

を 訪 ね 、 恙 虫 研 究 所 を 見

学 し た 際 の 日 記 。 緒 方
お が た

規
のり

雄
お

の こ と に も

触 れ ら れ て い る 。 （ 田 口 松 圃 家 資 料 ）  

 

緒方 規雄（1887～1970） 
明治 20（1887）年東京にて誕生。細菌学者

であった父緒方正規のもとで学び、ツツガムシ

の研究に同行。その後、毎年夏になると大曲の

寺邑家に泊まり、ツツガムシの研究をした。 

寺邑政徳の協力により、初めて研究室に病原

を持ち込むことに成功。その結果、ツツガムシ

病の病原を明らかにした。発見者である緒方は、

リケッチア・ツツガムシと発表した。昭和 45

（1970）年 2 月 6 日に 83 歳で死去。 

 

恙虫病研究所 

寺村政徳によって

建てられた研究所。 

平成 3 年に市の文化

財に指定。 

 

 恙虫病（ツツガムシ病） 
「恙虫病」とはダニの一種である「ツツガムシ」を媒介に感染する感染症のこと。

感染すると、強い頭痛・全身の倦怠感・高熱などが症状として現れる。 

 「古典型」と「新型」の 2 種類があり、特に「古典型」と言われる「アカツツガム

シ」を媒介とするものは、信濃川（新潟県）・最上川（山形県）・雄物川（秋田県）周

辺で特に見られる風土病とされ、治療法もなく死に至る病として恐れられていた。 

 河川の洪水の後などによく感染者が見られることから、ドイツの医師によって当

初は「日本洪水熱病」と名付けられた。しかし、その後ツツガムシが原因ということ

が分かり、「恙虫病」と呼ばれるようになった。現在では治療法は確立されたものの、

ワクチンなどの予防方法は開発されていない。 

出典：国立感染症研究所『ツツガムシ病とは』 



 

 

 

 

◂ 市議会会議録（ 昭 和 51 年 ）  

昭 和 51 年 6 月 17 日 か ら 9 月 25 日 に 行 わ れ

た 大 曲 市 議 会 の 記 録 簿 。同 年 8 月 に 行 わ れ た 花

火 大 会 で 観 覧 者 が ツ ツ ガ ム シ 病 に か か っ た た

め 、 言 及 さ れ て い る 。 （ 大 曲 市 役 所 文 書 ）  

 

会議結果報告（昭和 53 年）▸ 

昭和 53 年に行われた大曲市議会の結果報告。

ツツガムシへの対策として殺虫剤や立ち入り禁

止措置をしていること分かる。（大曲市役所文書） 

 

▴ 書簡（ 明 治 27 年 11 月 27 日 ）  

榊 田 清 兵 衛 か ら 田 中
た な か

敬
けい

助
すけ

に 送 ら れ た 手 紙 。田 中 が ド イ ツ か ら 取 り 寄

せ た 顕 微 鏡 は い つ 頃 届 く の か と 聞 き 、田 中 の 実 験 を 見 学 し に 県 議 会 議

員 数 名 で 訪 ね た い と 書 か れ て い る 。 （ 高 階 家 文 書 ）  

 
田中 敬助（1862～1945）  

文久２（1862）年湯沢市にて誕生。公立横手病院院長などを務

めながら自宅に「日本
に ほ ん

沙 蝨
ツツガムシ

病研究所」を設置し、当時はケダニと

呼ばれていたツツガムシの研究に着手した。 

 論文「日本洪水熱病原研究第一回報告」において、この病気を

媒介しているのが「ケダニ」であると断定し、刺し口を発見する

のが最も重要であると指摘した。 

 明治 27（1894）年より秋田県から公的な支援を得て、ドイツ

より撮影機能付き顕微鏡を取り寄せた。その後、50 歳で医学博士

にもなったが、昭和 15（1940）年「日本沙 蝨
ツツガムシ

病研究所」を閉鎖。

翌年の昭和 16（1941）年に発表した論文を最後に研究に終止符

を打った。昭和 20（1945）年 83 歳で死去。 

 



ツツガムシ病・寺邑政徳 関連年表 

年号（西暦） ツツガムシ病関連 寺邑政徳関連 

江戸時代後期 角間川の医師、大友玄圭が雄物川近辺で発生する

風土病の原因が「ケダニ」であると発見する 

  

明治12（1879）年 ベルツが「日本洪水熱病」として発表   

明治19（1886）年   寺邑政徳 誕生 

明治23（1890）年 田中敬助が「日本沙蝨研究所」を設置   

明治25（1892）年 田中敬助がアカツツガムシの幼虫が病気を媒介し

ていることを発表 

  

明治27（1894）年 田中敬助が秋田県からケダニ病研究を委嘱され、

公的に支援される 

  

明治40（1907）年   政徳の父、貫三が死去 

大正2（1913）年 田中敬助が「日本沙蝨病の研究報告」を発表し、医

学博士に 

京都府立医学専門学校を卒業

し、順天堂医院に務める 

大正5（1916）年   秋田に帰郷 

大正6（1917）年   緒方規雄と知り合い、共同研

究を行う 

昭和２（1927）年 緒方規雄が「家兎累代接種法」を考案し、病原菌を

保存することに成功する 

  

昭和4（1929）年 緒方規雄が感染した兎からツツガムシ病の病原体

の形態を明らかにする 

  

昭和5（1930）年 長与又郎が「リケッチア・オリエンタリス」が病原

体であると発表 

  

昭和7（1932）年 緒方規雄が「リケッチア・ツツガムシ」が病原体で

あると発表 

  

川村麟也が「リケッチア・アカムシ」と発表   

長与・緒方・川村らがツツガムシの研究成果によ

り浅川賞を受賞 

  

昭和8（1933）年  「恙虫研究所」を設置 

千葉医大に恙虫病研究論文を

提出し博士号を付与される 

昭和10（1935）年   秋田県知事賞を受賞 

昭和22（1947）年   脳梗塞のため、息子、誠祐が医

院を継ぐ 

昭和23（1948）年 アメリカの雑誌で「リケッチア・ツツガムシ」が使

われる 

米軍 30 名が倒れ、新型ツツガムシ病によるもの

であると確認される 

 

昭和31（1956）年   藍綬褒章を受賞 

昭和32（1957）年 緒方規雄が第 1回野口英世記念医学賞を受賞   

昭和34（1959）年   秋田文化功労章を受賞 

昭和37（1962）年   寺邑政徳 死去 

昭和39（1964）年 ツツガムシ病の届け出が減少傾向に   

昭和50（1975）年 ツツガムシ病の患者が再び増加傾向に   

平成2（1990）年 多村憲が病原菌を他のリケッチア細菌と違うこと

から新属として、「オリエンティア・ツツガムシ」

に改名することを提唱 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▴ 新型コロナウィルス対策（令和） 

令和 2（2020）年から流行がはじまった新型コロナウィルスに対する大仙市の取

組み。行動制限の呼びかけやワクチン接種、経済対策など、現在まで様々な施策が行

われている。（大仙市行政刊行物） 

 

◂ 大仙市新型インフルエンザ等対策行動計画 

（平成 27年 12月） 

平成 21 年に確認された新型インフルエンザについて、

大仙市において策定された対策。現在の新型コロナウィル

ス対策とほぼ同じであり、新型コロナウィルス対策に応用

したことがわかる。（大仙市行政刊行物） 

 


